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アイルランドのＢＳＥ検査対象月齢の推移 

1989年より臨床症状牛を対象としたパッシブサーベイランス開始 

（月齢） 

※１：６月～ ※２：２０１１年７月～ ※３：４月～   

【暫定版】 

資料２－２ 「アイルランド及びポーランドの出生年別のBSE発生状況等」 
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ほ乳動物由来たん白質 
→反すう動物用飼料を禁止 

アイルランド：出生年別発生状況 

出生年 

発生頭数 月齢 

【暫定版】 

発生頭数：1,654頭※ 

※OIEﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ｢世界のBSE発生報告数｣（2012現在)より 

（ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ回答書より作成） 

No. 出生年月 確認年 月齢 区分 
1 2001年2月 2009年 96か月齢 死亡牛 

2 2001年3月 2005年 52か月齢 死亡牛 

3 2001年3月 2006年 66か月齢 臨床症状牛 

4 2001年9月 2005年 44か月齢 死亡牛 

5 2001年11月 2008年 79か月齢 臨床症状牛 

6 2002年5月 2007年 65か月齢 死亡牛 

7 2002年11月 2009年 83か月齢 健康と畜牛 

8 2003年2月 2008年 68か月齢 コホート牛 

9 2003年3月 2008年 66か月齢 死亡牛 

10 2003年3月 2011年 97か月齢 死亡牛 

11 2004年4月 2009年 67か月齢 健康と畜牛 

表：飼料規制後に生まれたＢＳＥ検査陽性牛 

動物由来たん白質 
→全家畜用飼料を禁止 

ほ乳動物由来肉骨粉 
→豚･鶏用飼料製造･利用等を許可制 



ポーランドのＢＳＥ検査対象月齢の推移 

1998年より臨床症状牛を対象としたパッシブサーベイランス開始 
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ポーランド：出生年別発生状況 

出生年 

発生頭数 月齢 

No. 出生年月 確認年 月齢 区分 

1 2004年8月 2007年 32か月齢 健康と畜牛 

2 2005年3月 2008年 42か月齢 健康と畜牛 

3 2005年11月 2012年 79か月齢 健康と畜牛 

表：飼料規制後に生まれたＢＳＥ検査陽性牛 

【暫定版】 

（ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ回答書より作成） 

発生頭数：73頭※ 

※OIEﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ｢世界のBSE発生報告数｣（2012現在)より 

動物由来たん白質 

→全家畜用飼料を禁止 

ほ乳動物由来肉骨粉 

→全家畜用飼料を禁止 

ほ乳動物由来肉骨粉 

→反すう動物用飼料を禁止 

ほ乳動物由来肉骨粉 

→反すう動物用飼料を禁止(通達) 


